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■問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）

《道徳教育の充実》
　平成２４年度は、「公共心」に重点を置いて取り組みました。
公共心とは、みんなのために進んで働こうとする気持ちです。
平成２５年度は、集団や社会のために働きかける道徳的実践力を高めようと実践に取り組んでい
ます。

　具体的な活動
◇道徳の時間の授業研究
　道徳の授業は、資料の読み聞かせから始めます。場
面絵を使い、児童が登場人物に共感できるようにして
います。
　続いて、児童の発言で授業は展開していきます。教
師は、児童の本音を引き出すための発問や児童の考え
を整理する板書を工夫しています。

◇学校保健委員会 （平成２４年度標語「知ろう，つかおう，コトバのチカラ」）
　保健委員が“ふわふわ言葉”や“チクチク言葉”について発表しました。発表の中では、
言われた相手の気持ちを考え、ふわふわ言葉を増やす方法を具体的に紹介しました。
　保健室の前には、いつ
でもふわふわ言葉をも
らえるように「ふわふわ
言葉プレゼントボック
ス」を設置しました。
ボックスの中には、ふわ
ふわ言葉がいっぱい
入っています。

◇きらめきタイム （お互いを認め合う時間）
　児童が友達（日直）の一日の様子を観察し、自己の観点
で素晴らしい点を見つけ、帰りの会で発表し合う時間を設
定しています。
〔児童の言葉〕
「○○君は、お楽しみ会の話し合いの時、上手に司会をし
ていました」
「○○さんは、調子の悪い子に声をかけ、保健室まで連れ
て行ってあげていました」
「○○君は、サッカーのリーダーになり、みんなが楽しめるように考えていました」

「ありがとう」「上手だね」 

「うれしいよ」「大丈夫だよ」 

「おはよう」「すごいね」 

「いっしょに遊ぼう」 

「道徳の授業風景」

「ふわふわ言葉プレゼントボックス」

「きらめきタイム」
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